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新しい学年やクラスでの生活にも少しずつ慣れ、子どもたちはそれぞれのペースで学校生活を送っています。 

一方で、運動会の練習も始まり、疲れや気持ちの変化が見られる時期でもあります。無理のないペースで取り

組めるよう支援していきます。 

＜５月の予定＞                     令和８年５月１日現在 

 ４/２７日（月） ２８日（火） ２９日（水） ３０日（木） ５／１日（金） 

巡回校 桐郷小 

八幡小 

桐郷小 

袋小 

昭和の日 桐郷小 

八幡小 

桐郷小 

袋小 

八幡小 

 ４日（月） ５日（火） ６日（水） ７日（木） ８日（金） 

巡回校 みどりの日 こどもの日 振替休日 桐郷小 

八幡小 

桐郷小 

袋小 

八幡小 

 １１日（月） １２日（火） １３日（水） １４日（木） １５日（金） 

巡回校 桐郷小 

八幡小 

保護者面談始 

（2２日まで） 

桐郷小 

袋小 

 

八幡小 

袋小 

桐郷小 

八幡小 

桐郷小 

袋小 

八幡小 

 １８日（月） １９日（火） ２０日（水） ２１ 日（木） ２２日（金） 

巡回校 桐郷小 

八幡小 

桐郷小 

袋小 

 

八幡小 

袋小 

桐郷小 

八幡小 

桐郷小 

袋小 

八幡小 

保護者面談終 

 ２５日（月） ２６（火） ２７（水） ２８日（木） ２９日（金） 

巡回校 桐郷小 

八幡小 

桐郷小 

袋小 

 

八幡小 

袋小 

桐郷小 

八幡小 

桐郷小 

袋小 

八幡小 

〈お願い〉 

★封筒再利用について 

手紙を配布する際に利用していた封筒は再利用いたします。手紙を受け取りましたら、封筒の裏面にサイン

または押印のうえ、連絡ファイルに挟んで戻してくださいますようお願いいたします。 

 

★保護者面談について 

  5月１１日（月）～２２日（金）まで保護者面談を行います。日時通知文を配布しますので、おたよりにて

面談日時をお知らせしております。日にちによって面談場所が変わりますので、ご確認のうえご来校ください。 

 

★振替指導について 

  特別支援教室では、年間の指導回数が決まっています。そのため、行事などと重なった場合には、日程等と

変更して指導を行うことがあります。また、調整が難しかった場合には、行事での様子を見てお伝えさせてい

ただくこともあります。ご了承ください。 



             

～「いや！」の言葉の奥にあるもの～ 

 

GW明けや運動会の練習が始まるこの時期、子供たちから「やりたくない」「いやだ」という言葉が出ること

が増えてきます。 

大人からすると、「なんで急に？」「さっきまでできていたのに」「そんな難しくないのに」と感じることもあ

ります。 

でも、その“いや”の裏には、ちゃんと理由があることが多いのです。 

 

〜行動には理由がある〜 

心理学者 B・F・スキナー は、「人の行動には必ず理由がある」と考えました。一見わがままに見える行動で

も、その子なりの理由や背景があると考えました。 
 

例えば、 

「難しくて不安だった」 

「失敗するのがこわかった」 

「疲れていて頑張れなかった」 

「どうしたらよいか分からなかった」 

「本当は助けてほしかった」 

といったように「いや」という言葉は、ただの反抗ではなく、子供たちなりのサインなのかもしれません。 

 

〜大切なのは「なぜ？」を見ること〜 

「いや」と言われると、つい「ちゃんとやりなさい」「どうしてできないの？」と言いたくなることがあります。 

でも、その前に 

「何が不安だったのかな」 

「どこで困っていたのかな」 

「本当は何を伝えたかったのかな」 

と、少し立ち止まって考えてみることが大切です。 
 

〜分からなくても、そばにいる〜 
 

時には、理由がすぐには分からないこともあります。子供自身も、自分の気持ちをうまく説明できないことが

あります。そんなときは、無理に答えを探そうとしなくても大丈夫です。 

 

ただ「大丈夫だよ」「一緒にいるよ」と、そばにいることが、何より大きな支えになることがあります。 
 

「理解しようとすること。そして、分からなくても離れないこと。」 
 
その積み重ねが、子供の安心につながっていきます。 

子供の「いや」は、困らせるための言葉ではなく、気持ちを伝えようとしているサインかもしれません。 

その奥にある思いに目を向けながら、これからも子供たちが安心して過ごせるよう支援していきます。 

B・F・スキナーは 

「ほめられるとやりたくなり、嫌な思い

をすると避けたくなる」という人の行動

と理由を示した人物。子供の「いや！」

も、わがままではなく理由があると考え

ました。 

 


